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　　漏黄ノ緑∫，青とりどりの色は見。

　，た目にきれいであり日々の生滑にう

　　登おいを奥えてくれる亀のであるが

　今抱科學的の研究に果してζれがξ

　しρ位利用されて匪たであろうか。酸

　やア勅物錠には’」　5マ構験

　紙の色の菱化途用いており，フェノ

　　鱒ル7タレイシの色でpH¢λ判定を

，ζ濃響讐滋轟瓢鴇

箋薮諜謹署鷺撃耀

　＼によればわれ纏朔別し得る色の

　種類は約五十萬種あるとされてい
　　る漁彩色すなわ狛，黒叉腋色

’　　旦』篁
　　　　　　’　　．

　　　色　の　効　用

　　　　　久保甲，廣’
をな拷鵤節で適當な三施の

　混合比で色を決定しているoこれに

li擬霧縢暴
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豊護之騰讐諜難雲

　ヒ・2撮影の條件を決定することがで

き如の愈一琶ツプの聯麟
．めておく必要がある。日本で最初ρ

甕を基として作った心理的の色票で

あつたが，後に物理學者の協力によ’

り労光的の測定をしたyi物理的の
座標による，表色法との調和を考え

で改訂を加えたり等した　Psycho・．

Physicalの色票である。これは約’
　　　　　　ぱ5，8QO踵の標本かち成りそのおのお
のにらいて三つの廃性力編密に示さ

れてあるので，感畳一歎字の換算
に最も便利なものである。’

　日本で紅和田三造甕伯の主宰する

色彩研究所で色票を作ゆており，

JESでは1Z種の無彩色および24種

の色相標準色を決めている。これ等

により小供の時から正しい絶封色感　’

敏育をしておくのぶ理想的である。

色を用いれば測定が直灘的に行われ

るだけに面倒な装置を必要としない

し叉これでなければ行えない灘定亀、

あるo例えばシ壷溝ン玉の膜の厚さ

等は機械的方法では測定でき　rs　v）の

であるがとれが日光にあたった時め

奨しい色を利用すれば簡輩で正確な

測定をすること淋で昏るoその精度
礪くぺPtでM・・celinど》・う人ex．，．

色の測定から，シャ潔ン玉の色の異
　　　　　　　　－－＿－L－L－－r．－る部分は泡（ガレイン酸）の軍分子層

の揚食は白から黒ま，f’の間を約150

階段に判珊し得るの参であるふら明

暗の参翻いている諸種ゐ測定盆色

の愛化でするようにすれば測定¢～範

園文は蜻度をずっと大きくすること

ができる。事實偏光顯微鏡や，位相「

差顯徴鏡で明暗差b碑よる麹察を

適當な方法で着色さ竺色の愛化解タ

る亀のに直し感度を非常に大きくす

ることに成功している。とこちが從

凍のζれ等め方法は全く経験のみを

親りにして行っているのであるo・し

かるに色の理論は今次大職の前かち

急に嚢達奪始め大＊な逡歩を示し今

まで漢とした主凝的存在であつた色

を定量酌k取扱うことに成功してい

る。こφ硯飛そ甲慮用としては未
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・／　’　　　（「自制五膿より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫然色映甕「カルメン故鰹へ購る」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の撮影のために決定零れ海主な俳優

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の顔の色を上述の三つρ量で表わし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのがこの表なのである。　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このように主っの籔字（濁立攣撒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で色という亀の絃完全に決定される’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρであるが，逆にごれ等の敷字オ曝

　、／　　　　　　　　　　　　　　　　　えらPtk．時そねがぎめ瓦うな色であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る湊を知るにはどうユノたらよいかo

　　　開の分野である糖齪や・憾度？’吻れ繰にとWて一悉手取早豪し

、・

　　　れるということは昔から知られてい　撞界的に有名塗の拡米國の砥unse！

　　　う嘩代働騨的噂嚇の麟’噂琴鳩r鱒禰駐とし礪

　　　　の整敷倍の厚さの差であるというこ

　　　　とを見幽しているo、

　　　　最近騨㍗ズの内面反鮒を防ぐ．
　　　　ためkジンズの表颪に光の波長程度1
’17・　5の薄喉旗蝋着でうけ干渉織

1；蔑膿豊織二認縦1
18
　　　　の膜の厚さの測定力難懸で殊に翼窒・

』聖襲置帥で輪の操榊嘩確脚
　　　　うことは他の方溝では不可能なので

　　　　あるがこの膜の色那シャボン…X’り色

　　　　と全く伺じ庵のであることを利用す

　　　　れば，色をee察しこれど色寒耕用

　　　　するぐとによりどのような駅態にあ．

　　　．る時燃極めて容易且正確に測定す

　　　　るetがでkる．のである。＝・・一テッ

　　　　ドレンズの考えはただち挺撲張さオレ

　　　　て干渉ブイルターというtsのが塘

　　　一毒ジ之は從家のよう斥染料を用いな

　　　㍉｝の噂紫舛編赤外線用めフイルダ

　　　　b等亀容易にで蓉る。このようなも

　　　、の壌作蟷りて・館の物質の臨
　　　’膜を所望の厚さに正確につけるには」，

　　　　色による測定ということが峰とんど
　　　　mp・一・一の手段になうてVくる。
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